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最初は装置に触らせてもらえず、島田先生らの紹介で F. Birch の 1952 年の地球内部物性の名論


































場観察実験」に着手した。特に 1997 年に完成が予定されていた世界最大の放射光実験施設 SPring-8
における実験を想定しつつ、様々な実験技術や手法の開発を試みた。 


























見える程度の大きさであったが、今では 1cm 近い NPD の合成も可能になった。 
















であるとする日本書記の記載に由来する。ヒメダイヤは一方で、”Highly Incompressible and 
Mechanically Endurable Diamond”（超高硬度・高強度ダイヤモンド）の略でもある。 
ヒメダイヤの大型化と応用を主要なターゲットとして、1 年前には世界最大の超高圧合成装置と
なる BOTCHAN（Beyond Observable Toughness and Conceivable Hardness of Artificial 
Nano-diamond）を完成させた。愛媛大学の支援のもと新たな増築棟をつくっていただき、ここに
世界最大の超高圧変形装置 MADONNA（Multi Anvil Device ON Newer Applications）も設置し







研究センター立ち上げからちょうど 10 年目を迎え、また 2 年前には地球科学分野のグローバル
COE 拠点にも選出され、愛媛大学は実験と理論を基盤とした地球深部研究において、国内外でも一
目おかれる存在になりつつある。また教員や研究員も大幅に増加し、多くの外国人研究者や留学生
も抱えて研究教育にあたっている。そのルーツは、京大地物での高圧物性研究にあったといえよう。
私自身が京大において学んだ自主独立と反骨精神、また自由な発想でこだわりの研究をすすめる点
は、本センターの研究や運営においても生かされていると考えている。今後も松山から世界に向け、
独創的・先端的な地球深部科学の発信を心がけたいものである。 
